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印刷産業と環境

CSRトピックス
管理職も労働時間把握を義務化
政府、継続雇用年齢の70歳まで引上げへ法改正検討
豊島区、フードロス削減対策で食材受入れ窓口を常設
第17回印刷産業環境優良工場表彰、２工場に経済産業大臣賞
ＧＰ環境大賞、タカラトミーが４年連続の受賞
ＮＴＴタウンページ、ＧＰマークを全面採用
日印産連、「プラスチックごみ問題研究会」を発足
日印産連「知財公開フォーラム」に260名が参加

CSR認定企業紹介

　正文舎
　　 職場体験の受け入れが社員教育に直結

　ウエマツ
 　　 すべてのステークホルダーに情報公開

北海道

東京
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進
展
す
る
地
球
温
暖
化

　
ま
ず
現
在
の
地
球
温
暖
化
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
２
０
１
３

年
に
発
表
さ
れ
た
「
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
第
５
次
評
価
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
陸
上
・
海
上
を
あ
わ
せ
た
地
球
全
域
で

の
平
均
気
温
は
、
１
８
８
０
年
か
ら
２
０
１
２
年
の

間
に
０
・
８
５
℃
上
昇
し
て
い
る
と
し
、
地
球
が
温

暖
化
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
く
、
そ
れ
が

人
間
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
（
95
％

以
上
の
確
率
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
気
温
の
上
昇

は
日
本
で
も
同
様
に
見
ら
れ
、
こ
の
１
０
０
年
で

　
今
年
12
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
）で
は
、

２
０
２
０
年
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
定
め
た
「
パ
リ
協
定
」
の
実
施
に
向
け
た
ル
ー
ル
が
一
応
採
択
さ
れ
、

各
国
に
お
け
る
新
た
な
地
球
温
暖
化
対
策
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
球
温
暖
化
対
策
が
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
こ
と
は
全
人
類
が
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
施
に
向
け
て
は
各
国

の
政
治
的
な
思
惑
も
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
地

球
環
境
と
、
経
済
の
発
展
の
両
立
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
産
業
界
で
環
境
対
策
と
い
え
ば
真
っ
先
に
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
感
の
あ
る
「
紙
」。
こ
の
紙
を
扱
っ
て
い
る
産

業
と
し
て
、
印
刷
産
業
か
ら
見
る
環
境
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

１
・
１
５
℃
と
、
世
界
平
均
よ
り
も
上
昇
幅
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
近
海
の
海
水
温
も
こ
の

１
０
０
年
で
１
・
０
８
℃
の
上
昇
と
、世
界
平
均
の
０
・

５
１
℃
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
日
本
周
辺
は
気

温
上
昇
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。
近
年
の
豪
雨
被
害
や
台
風
の
大
型
化

に
よ
る
被
害
拡
大
が
う
な
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
推
移

　
日
本
は
、
世
界
全
体
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

約
３
・
５
％
を
排
出
し
て
お
り
、
国
別
で
は
、
中

特
集印

刷
産
業
と
環
境
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国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
に
次
い
で
世
界

で
５
番
目
に
多
く
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
二
酸

化
炭
素
換
算
）
は
約
12
億
６
０
０
万
ト
ン
で
あ
り
、

２
０
１
３
年
を
ピ
ー
ク
に
こ
こ
最
近
は
減
少
を
続
け

て
い
る
。
京
都
議
定
書
の
基
準
年
で
あ
る
１
９
９
０

年
と
比
較
す
る
と
２
・
７
％
増
加
し
て
い
る
が
、
パ

リ
協
定
の
基
準
年
で
あ
る
２
０
１
３
年
と
比
較
す
る

と
７
・
３
％
減
少
し
て
い
る
。
パ
リ
協
定
に
お
け
る

日
本
の
目
標
値
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
比
で
26
％
な
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
に
推
移
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
部
門
別
の
内
訳
を
み
る
と
、

１
９
９
０
年
比
の
削
減
率
は
、
工
業
プ
ロ
セ
ス
17
・

８
％
減
、
運
輸
部
門
11
・
９
％
減
、
産
業
部
門
10
・
４
％

減
と
な
っ
て
お
り
、
運
輸
部
門
と
産
業
部
門
は
元
々

の
排
出
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
全
体
の
排
出
量
削
減

に
は
か
な
り
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
民

間
企
業
各
社
の
努
力
に
加
え
、
省
エ
ネ
技
術
の
進
歩

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
家

庭
部
門
は
８
・
２
％
の
増
と
、
部
門
別
で
は
唯
一
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
、
家
庭
部
門
で
の
排
出
量
削
減
が

今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

印
刷
産
業
に
お
け
る
環
境
対
策
の
取
り
組
み

　
１
９
９
１
年
に
発
表
さ
れ
た
「
経
団
連
地
球
環
境

憲
章
」、
96
年
の
「
経
団
連
環
境
ア
ピ
ー
ル
」、
97
年

の
「
経
団
連
環
境
自
主
行
動
計
画
」
な
ど
、
経
団
連

の
一
連
の
環
境
行
動
に
呼
応
し
て
、
日
本
印
刷
産
業

連
合
会
（
日
印
産
連
）
で
も
２
０
０
５
年
よ
り
実
態

把
握
を
始
め
、
自
主
行
動
計
画
へ
の
参
加
企
業
を
募

集
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
現
在
「
低
炭
素

社
会
実
行
計
画
」「
循
環
型
社
会
形
成
自
主
行
動
計
画
」

「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
自
主
行
動
計
画
」
な
ど
、
産
業
の

特
性
を
考
慮
し
た
自
主
行
動
計
画
を
展
開
、
現
状
の

把
握
と
目
標
達
成
の
た
め
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い

る
。
２
０
１
６
年
度
に
お
け
る
自
主
行
動
計
画
へ
の

参
加
企
業
の
カ
バ
ー
率
の
見
通
し
は
、
売
上
高
規
模

で
58
％
と
な
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制
度

　
印
刷
産
業
に
お
け
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

認
定
制
度
（
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
）」
で
あ
る
。
日
印
産

連
で
は
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
活
動
の
中
心
と
し
て
、

「
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
」
を
推
進
。
２
０
０
６
年
に
創
設
さ

れ
た
こ
の
制
度
は
、
印
刷
業
界
の
環
境
配
慮
自
主
基

準
（
グ
リ
ー
ン
基
準
）
に
基
づ
き
、
①
基
準
を
達
成

し
た
印
刷
関
連
工
場
の
認
定
、
②
認
定
さ
れ
た
工
場

（
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
）
が
製
造
し
た
印
刷
製
品
へ
の
Ｇ
Ｐ

マ
ー
ク
表
示
、
③
印
刷
関
連
工
場
が
製
造
工
程
で
使

用
す
る
資
機
材
を
認
定
、
の
３
つ
の
制
度
を
運
用
し

て
い
る
。
ま
た
印
刷
方
式
に
あ
わ
せ
て
、①
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
部
門
、
②
シ
ー

ル
印
刷
部
門
、
③
グ
ラ

ビ
ア
印
刷
（
軟
包
装
）

部
門
、
④
ス
ク
リ
ー
ン

印
刷
部
門
と
い
う
４
つ

の
部
門
に
分
か
れ
て
お

り
、
２
０
１
８
年
12
月

現
在
、
３
９
７
工
場
が

GP印刷製品認定マーク（スリースター）

出典）IPCC第 5次評価報告書　全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

P-Z10001
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認
定
を
受
け
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
制
度
は
、
認
定
基
準
に
基
づ
き
客

観
的
な
審
査
に
よ
っ
て
環
境
配
慮
さ
れ
た
印
刷
工
場

を
認
定
す
る
制
度
で
、
認
定
基
準
は
事
業
所
全
体
と

工
程
別
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
審
査
・
認
定
は
、
Ｇ

Ｐ
認
定
審
査
員
が
書
類
審
査
と
現
地
審
査
を
行
い
、

第
三
者
で
構
成
す
る
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
委
員
会
に
お
い

て
審
査
し
認
定
す
る
。
認
定
を
受
け
た
Ｇ
Ｐ
認
定
工

場
は
、
３
年
に
１
回
の
更
新
審
査
を
受
け
る
。
認
定

基
準
は
法
令
遵
守
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
へ
の
環
境

影
響
（
悪
臭
、
騒
音
、
振
動
等
）
の
低
減
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ

発
生
な
ど
の
大
気
汚
染
防
止
、
廃
棄
物
削
減
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
地
球
規
模

で
の
環
境
対
応
を
基
準
化
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｐ
資
機
材
認
定
制
度
は
、
印
刷
工
場
が
購
入
・

使
用
す
る
資
機
材
を
環
境
配
慮
基
準
に
基
づ
き
認
定

す
る
制
度
で
、
洗
浄
剤
、
エ
ッ
チ
液
、
印
刷
版
、
現

像
機
、
セ
ッ
タ
ー
、
製
版
薬
品
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

等
が
対
象
と
な
る
。
環
境
配
慮
の
度
合
い
に
よ
り
、

３
段
階
の
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
る
。

　
Ｇ
Ｐ
製
品
認
定
制
度
は
、
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
が
製
造

し
、
用
紙
、
イ
ン
キ
、
製
本
・
表
面
加
工
方
法
等
が

環
境
配
慮
基
準
を
満
た
し
た
印
刷
製
品
に
、Ｇ
Ｐ
マ
ー

ク
（
環
境
ラ
ベ
ル
）
を
表
示
で
き
る
制
度
。
Ｇ
Ｐ
マ
ー

ク
は
製
造
工
程
と
印
刷
資
材
全
て
が
環
境
配
慮
さ
れ

て
い
る
高
度
な
環
境
ラ
ベ
ル
と
し
て
、
官
公
庁
の
発

行
物
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
か
ら
一
般
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
製
品
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
「
印
刷
各
工
程

の
環
境
配
慮
」
が
Ｇ
Ｐ
認
定
基
準
の
必
須
項
目
と
同

等
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ

イ
ド
で
も
同
基
準
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
省

の
『
プ
レ
ミ
ア
ム
基
準
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
で
は
、

信
頼
で
き
る
業
界
団
体
に
よ
る
一
定
水
準
を
満
た
し

た
認
定
制
度
と
し
て
本
制
度
を
と
り
あ
げ
、
事
業
者

を
選
定
す
る
場
合
の
基
準
設
定
例
に
「
グ
リ
ー
ン
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制
度
の
認
定
工
場
（
事
業
所
）

で
あ
る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
的
な
認

知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

廃
棄
物
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
必
要
性

　
印
刷
産
業
が
循
環
型
社
会
に
向
け
て
注
力
し
て
い

る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
廃
棄
物
の
削
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
社
団
法
人
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
の
我
が
国
に
お
け
る
物
質

フ
ロ
ー
は
、
約
15
億
ト
ン
の
資
源
投
入
量
に
対
し
、

財
の
生
産
量
が
約
８
・
５
億
ト
ン
。
こ
の
財
の
生
産
の

た
め
に
約
４
・
５
億
ト
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、

０
・
６
億
ト
ン
の
有
価
副
産
物
と
３
・
９
億
ト
ン
の
産

業
廃
棄
物
を
排
出
。
こ
の
う
ち
、
２
・
５
億
ト
ン
は
再

生
資
源
と
し
て
循
環
利
用
さ
れ
、
０
・
８
億
ト
ン
は

堆
肥
等
と
し
て
土
壌
に
還
元
さ
れ
、
ど
う
し
て
も
再

利
用
で
き
な
い
１
４
０
０
万
ト
ン
が
埋
立
等
最
終
処

分
さ
れ
て
い
る
。
再
生
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
２
・

５
億
ト
ン
の
う
ち
３
１
０
０
万
ト
ン
は
輸
出
さ
れ
て

い
る
が
、
今
年
中
国
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
輸
入

禁
止
措
置
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
行
き
先

が
な
く
な
り
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
環
境
負
荷
を
減
ら
し
、
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
新
規
の
資
源
投
入
量
を
削

減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
10
年
の
資
源
投
入

量
の
推
移
を
見
る
と
減
少
傾
向
に
は
あ
る
が
、
再
生

資
源
の
量
が
増
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
は
産
業
界
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
印
刷
産
業
に
お
い
て
も
「
循
環
型
社
会
形
成
自
主

行
動
計
画
」
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
削
減
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
計
画
的
に
進
め
、
確
実
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。

紙
ゴ
ミ
問
題
の
本
質

　
印
刷
業
か
ら
大
量
に
排
出
さ
れ
る
も
の
と
い
え
ば
、

や
は
り
「
紙
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
古
紙

回
収
の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
紙
を
買
い

集
め
る
「
紙
屑
買
い
」
や
、
落
ち
て
い
る
紙
を
拾
い

集
め
る
「
紙
屑
拾
い
」
と
い
っ
た
古
紙
を
集
め
る
事

業
者
が
現
れ
て
い
る
。
昭
和
に
入
る
と
い
わ
ゆ
る

「
ち
り
紙
交
換
」
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
排
出
さ
れ
る
古

紙
を
ち
り
紙
に
交
換
す
る
の
が
一
般
的
な
古
紙
回
収

の
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
現
代
で
は
古
紙
の
回
収
方

法
は
変
わ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
古
紙
回
収
業
者
が

家
庭
や
企
業
か
ら
古
紙
を
回
収
し
、
製
紙
会
社
な
ど

に
販
売
す
る
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。古
紙
は
基
本
的
に
経
済
原
理
に
則
っ

て
有
価
物
と
し
て
回
収
・
取
引
さ
れ
る
た
め
、
そ
の

限
り
に
お
い
て
法
令
上
も
産
業
廃
棄
物
で
は
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
歴
史
も
あ
り
、
我
が
国
の
古
紙
回
収

率
・
古
紙
利
用
率
は
常
に
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維

持
し
て
い
る
。
古
紙
利
用
率
は
ド
イ
ツ
な
ど
に
比
べ

る
と
や
や
低
い
水
準
で
は
あ
る
が
、
日
本
市
場
の
高

特集◉印刷産業と環境
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度
な
要
求
品
質
を
勘
案
す
る
と
、
品
質
上
、
紙
に
古
紙
パ
ル

プ
を
活
用
で
き
る
限
界
値
は
、
紙
・
板
紙
合
計
で
も
＊
71
％
程

度
と
、
ほ
ぼ
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般

に
「
再
生
紙
は
環
境
に
優
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言

わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
資
源
と
し
て
の
投
入
量
と
消
費
量
、

さ
ら
に
要
求
品
質
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
あ
り
、
再
生
紙

が
多
け
れ
ば
良
い
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
い
た
ず
ら
に

紙
の
消
費
と
森
林
保
護
の
問
題
を
結
び
つ
け
て
、
紙
が
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
言
う
の
は
、
必
ず
し

も
正
し
い
指
摘
で
は
な
い
。

　
我
が
国
の
紙
の
生
産
量
は
世
界
第
３
位
と
は
い
え
、
全
体

の
６
・
４
％
に
過
ぎ
ず
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
に
比
し
て
影
響
力

は
格
段
に
小
さ
い
。
さ
ら
に
古
紙
回
収
・
再
利
用
が
世
界
的

に
も
進
ん
で
い
る
現
状
を
鑑
み
る
に
、
日
本
に
お
け
る
紙
の

消
費
が
地
球
の
森
林
資
源
に
与
え
る
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
紙
の
問
題
は
森
林
資
源
の
問
題
と

い
う
よ
り
は
、
資
源
循
環
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

従
っ
て
紙
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
に
注
力
す
る
よ
り
も
、
正

し
く
使
い
、
正
し
く
回
収
し
、
正
し
く
再
利
用
す
る
こ
と
に

徹
し
た
方
が
、
環
境
へ
の
貢
献
度
は
大
き
い
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
の
課
題

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
印
刷
産
業
に
お
け
る
環
境
対
策

は
、
①
省
エ
ネ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
、
②
廃
棄
物
の
削
減
、

③
正
し
い
古
紙
循
環
の
維
持
、
そ
れ
に
加
え
て
④
大
気
汚
染

の
原
因
と
な
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）
の
削
減
の

４
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

　
印
刷
機
は
モ
ー
タ
ー
を
動
力
と
す
る
た
め
、
印
刷
機
に
か

か
る
電
力
消
費
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
効
果

を
生
み
出
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
印
刷
機
メ
ー
カ
ー
各
社
の

努
力
に
よ
り
省
エ
ネ
型
の
新
機
種
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
消

費
電
力
量
は
確
実
に
抑
え
ら
れ
る
傾
向
に
は
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
紫
外
線
を
照
射
し
て
イ
ン
キ
の
乾
燥
を
早
め
る
Ｕ

Ｖ
印
刷
技
術
の
普
及
な
ど
、
従
来
よ
り
も
多
く
の
電
力
を
消

費
す
る
印
刷
方
式
も
登
場
し
て
お
り
、
顧
客
の
要
求
品
質
と

環
境
負
荷
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
適
切
な
製
造
方
式
を

選
択
、
提
案
す
る
こ
と
が
、
印
刷
会
社
の
モ
ラ
ル
と
し
て
求

め
ら
れ
る
。

　
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
排
出
量
を
抑
え
、
な
お
か
つ
で
き
る

だ
け
社
内
で
処
理
し
て
、
外
部
に
排
出
し
な
い
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
工
場
」
を
目
指
す
方
向
に
進
む
だ
ろ
う
。
す
で
に
か

な
り
の
廃
棄
物
削
減
に
成
功
し
て
い
る
企
業
の
例
も
出
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
功
事
例
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
て
業
界

と
し
て
横
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
古
紙
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
回
収
〜
再
利
用
の
循
環
シ
ス

テ
ム
に
大
き
な
問
題
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
印
刷
用
紙
を
印
刷

会
社
が
購
入
す
る
際
に
、
流
通
の
都
合
で
端
数
が
購
入
で
き

な
い
た
め
、
製
造
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
紙
が
ど
う
し
て
も
余
っ

て
し
ま
い
、
こ
れ
ら
の
紙
が
結
局
使
わ
れ
な
い
ま
ま
リ
サ
イ

ク
ル
に
回
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
実
は
こ
こ

に
か
な
り
の
「
無
駄
」
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
流
通
の

構
造
や
慣
習
を
改
め
る
か
、
印
刷
会
社
側
で
余
っ
た
紙
の
有
効

利
用
を
考
え
る
か
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
Ｇ
Ｐ
認
定
を
は
じ
め
、
環
境
優
良
工
場
の
表
彰
制
度
な
ど
、

こ
れ
ま
で
も
種
々
の
取
り
組
み
を
精
力
的
に
展
開
し
て
き
て

は
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
印
刷
産
業
が
、
持
続
可
能
な
社
会

に
貢
献
す
る
、
持
続
可
能
な
産
業
で
あ
る
た
め
に
、
業
界
団

体
を
は
じ
め
業
界
各
社
の
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
平
成
27
年
３
月
　
経
済
産
業
省
「
古
紙
利
用
率
向
上
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
よ
り

出典）ＲＩＳＩアニュアル・レビュー　日本製紙連合会 HPより　

国民一人当たりの紙・板紙消費量 世界の紙・板紙生産量 （2016）
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─
会
社
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
ん
だ

き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
。

岸
昌
洋
代
表
取
締
役
社
長
　
私
は
全
日
本

印
刷
工
業
組
合
連
合
会
の
青
年
部
で
あ
る

全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会
で
活
動
し
て
い

た
の
で
す
が
、
７
、８
年
前
に
協
議
会
と

し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
テ
ー
マ
に
勉
強
し
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
何

か
」
か
ら
始
ま
り
、
手
探
り
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
勉
強
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
意
義
を
知

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
会
社
や
地

元
で
も
実
践
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で

す
。─

２
０
１
３
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
を
社

内
に
発
足
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
を

始
め
て
気
付
い
た
の
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
。

岸
　
社
員
教
育
の
一
環
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
た
と
え
ば
、
当
社
は
地
域
の
幼
稚
園

児
や
学
生
た
ち
の
工
場
見
学
、
職
場
体
験

学
習
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
は
20
年

ほ
ど
前
か
ら
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

目
的
が
あ
い
ま
い
で
し
た
。
改
め
て
違
う

観
点
か
ら
見
直
し
た
時
、
社
員
教
育
と
し

て
の
２
つ
の
側
面
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
１
つ
は
、
子
供
た
ち
か
ら
見
ら
れ
る
職

場
と
い
う
も
の
を
、
き
ち
ん
と
意
識
す
る

こ
と
で
す
。
き
れ
い
な
職
場
を
気
持
ち
良

く
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
日
の
整

理
整
頓
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
も
う
１
つ

は
、
子
供
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
噛
み
砕

い
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
普
段
、
社
員
間

で
は
プ
ロ
同
士
と
し
て
の
会
話
に
な
り
ま

す
が
、
子
供
た
ち
に
仕
事
の
内
容
や
働
く

意
味
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
相

当
目
線
を
下
げ
て
話
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
仕
事
に
精
通
し
て
い
る
プ
ロ
で

な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

─
実
際
に
、
社
員
の
成
長
や
職
場
の
変

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
。

平
澤
博
美
工
務
部
課
長
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

委
員
長
　
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
自

分
を
表
に
出
す
こ
と
も
な
く
黙
々
と
や
っ

て
い
た
社
員
た
ち
が
、
自
分
の
仕
事
に

つ
い
て
説
明
し
た
時
の
子
供
た
ち
の
反

応
に
素
直
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
イ
ン
ク
を
練
っ
て
み
た
だ
け
で

歓
声
が
上
が
っ
た
り
、
反
対
に
「
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
か
？
」
と
子
供
か

ら
訊
か
れ
た
り
。
地
域
貢
献
と
か
大
そ
れ

た
こ
と
で
は
な
く
、
改
め
て
自
分
た
ち
の

仕
事
の
意
義
や
や
り
が
い
を
実
感
し
て
く

れ
た
の
は
う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。
今

ま
で
意
見
を
言
え
な
か
っ
た
若
い
社
員
が

は
っ
き
り
言
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
変

化
も
あ
り
ま
し
た
。

　
整
理
整
頓
に
し
て
も
、
自
分
か
ら
進
ん

で
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
や
物
を
片
付
け
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
環
境
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
確
実
に
社
内
改
革
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岸
　
初
め
は
、
子
供
た
ち
へ
の
説
明
も
一

部
の
社
員
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
自
主
的
に
話
し
合
っ
て
分
担
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
社
は
平
均
年
齢
が

若
い
の
で
、
自
分
の
お
子
さ
ん
を
相
手
に

す
る
感
覚
で
、
け
っ
こ
う
み
ん
な
楽
し
く

や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

─
子
供
た
ち
の
受
け
入
れ
は
具
体
的
に

職
場
体
験
の
受
け
入
れ
が
社
員
教
育
に
直
結

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
大
切
さ
も
子
供
た
ち
に

株
式
会
社
正
文
舎

全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
企
業
訪
問

本　

社
：
北
海
道
札
幌
市
白
石
区
菊
水
２
条
１
丁
目
４
―
27　

創　

業
：
昭
和
９
年　

従
業
員
：
49
名

代
表
者
：
岸　

昌
洋　

認
定
取
得
：
２
０
１
３
年
６
月
（
ワ
ン
ス
タ
ー
）　http://w

w
w
.syoubunsya.co.jp/

平澤博美工務部課長・CSR 委員会委員長

職場体験学習で学生たちにわかりやすく説明
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ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

平
澤
　
幼
稚
園
児
で
す
と
、
印
刷
物
が
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
ぬ
り
絵
の

制
作
を
物
語
風
に
し
て
見
学
し
、
ぬ
り
絵

と
色
鉛
筆
を
お
み
や
げ
と
し
て
持
ち
帰
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
は
、
実
際

に
名
刺
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
印
刷
・
断

裁
ま
で
行
う
職
場
体
験
学
習
と
な
り
ま

す
。
高
校
や
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
の

学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
工
場
見
学
の
ほ
か

に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
部
門
や
ア
プ
リ
開
発
部
門
を

持
っ
て
い
る
当
社
の
特
徴
を
活
か
し
て
、

Ｗ
ｅ
ｂ
の
仕
組
み
、
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
作

り
方
、
ネ
ッ
ト
配
信
に
最
適
な
動
画
の
作

り
方
な
ど
の
体
験
も
し
て
も
ら
い
ま
す
。

若
い
人
は
み
ん
な
興
味
が
あ
り
ま
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
営
業
へ
の
同

行
や
、
自
分
の
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

入
学
案
内
を
誰
が
見
て
い
る
の
か
と
い
っ

た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
初
歩
に
つ
い
て

の
勉
強
も
あ
り
ま
す
。

岸
　
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ

る
当
社
と
し
て
は
、「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

の
大
切
さ
に
つ
い
て
教
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
の
子
供
た
ち
は
、
身
近
な
情

報
で
も
入
手
先
は
ネ
ッ
ト
、
友
達
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
最
近
は
、

新
聞
も
雑
誌
も
ほ
と
ん
ど
読
み
ま
せ
ん
。

で
は
、
自
分
が
得
て
い
る
情
報
が
本
当
に

正
し
い
の
か
。
そ
こ
を
問
い
か
け
て
、偏
っ

た
情
報
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
危
険
で
あ

る
こ
と
を
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
講
義
し
て
い

ま
す
。

　
印
刷
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
に
精
通
し
、

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
視
点
で
情
報
を
加
工

し
、
よ
り
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
が

当
社
の
特
徴
で
あ
り
、
原
点
で
す
。「
正

文
舎
」
と
い
う
社
名
の
由
来
は
文
字
が
表

す
内
容
を
正
し
く
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

で
し
た
。
そ
の
文
字
が
、
今
で
は
紙
に
イ

ン
ク
や
ト
ナ
ー
が
載
る
だ
け
で
は
な
く
、

電
子
メ
デ
ィ
ア
に
も
拡
が
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
正
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
当
社
な
ら
で
は
の
大

事
な
役
割
で
す
。

─
職
場
体
験
な
ど
は
地
域
か
ら
頼
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
か
。

岸
　
は
い
。
当
社
が
あ
る
札
幌
市
白
石
区

は
、
管
内
の
公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
の

生
徒
に
い
ろ
い
ろ
な
職
場
体
験
を
さ
せ
る

伝
統
が
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
今

は
北
海
道
全
域
か
ら
話
が
あ
り
ま
す
し
、

東
北
の
学
校
が
来
社
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
修
学
旅
行
の
一
環
と
し
て
職
業
体
験

を
組
み
込
む
パ
タ
ー
ン
が
増
え
て
い
ま

す
。
無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
範
囲
で
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
意
識
が
社
内
に
浸
透
す

る
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
は
。

平
澤
　
初
め
の
う
ち
は
、
近
隣
の
清
掃
や

環
境
適
性
の
良
い
溶
剤
の
使
用
、
職
場
体

験
の
受
け
入
れ
な
ど
を
や
っ
て
い
れ
ば
、

そ
れ
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
だ
と
い
う
感
覚
が
少
し
あ

り
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
取
り
組
み
か
ら

４
、５
年
経
っ
て
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
良
い

こ
と
は
他
人
が
見
て
い
な
く
て
も
率
先
し

て
や
ろ
う
と
い
う
の
が
、
今
の
社
内
の
空

気
で
す
。

岸
　
最
初
の
き
っ
か
け
は
社
長
が
作
れ
ま

す
が
、
あ
と
は
社
員
の
自
主
性
が
す
べ
て

で
す
。
た
と
え
ば
、
す
ぐ
近
く
を
流
れ
る

豊
平
川
の
河
川
敷
清
掃
や
、
会
社
の
近
隣

清
掃
な
ど
、
今
で
は
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
活
動
も
、
社
員
た
ち
が
進
ん
で
決
め
た

こ
と
で
す
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
突
き
詰
め
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
で
も
、そ
れ
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
社
長
で
あ
る
私
が
言

う
こ
と
で
は
な
く
、
社
員
自
身
が
一
人
の

社
会
人
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
か
ら
で
す
。
こ
こ
数
年
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
は

み
ん
な
持
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が

働
い
て
い
る
こ
の
会
社
が
、
少
し
だ
け
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
自
意
識
。
そ

う
し
た
自
然
体
を
大
事
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
会
社
と
し
て
外
せ
な
い
取

り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
当
社
が
あ
る
の
は

準
工
業
地
帯
と
は
い
っ
て
も
今
は
宅
地
化

し
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
も
す
ぐ
近
所
に

建
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
騒
音
や
振
動
、

臭
気
、
廃
棄
物
な
ど
の
対
策
に
は
と
て
も

神
経
を
遣
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
通
し
て
住
民
の
方
に
認
め
て
い
た
だ

上：会社近隣の清掃も毎週行う
下：豊平川の河川敷清掃

情報リテラシーの大切さについても伝える
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く
取
り
組
み
は
必
然
だ
と
い
え
ま
す
。

─
そ
の
他
の
主
だ
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
澤
　
２
０
１
３
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は

社
長
と
私
、
製
版
課
の
主
任
の
３
名
で
す
。

徐
々
に
社
内
で
役
割
分
担
が
で
き
て
き
ま

し
た
。
全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
（
ワ
ン
ス

タ
ー
認
定
）
を
取
得
し
、
活
動
全
般
の
指

針
と
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
発
足
の
前
か
ら
Ｍ
Ｕ
Ｄ
（
メ

デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
に
は

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
当
社
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
海
道
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
機
構
の
企
業
会
員
で
も
あ
り
、
製
版

課
に
所
属
し
て
い
る
社
員
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
「
盲
導

犬
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｃ
Ｕ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー
」

も
、だ
れ
で
も
見
や
す
い
Ｃ
Ｕ
Ｄ
（
カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
の
考
え
方
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
卓
上
カ
レ
ン

ダ
ー
の
売
上
の
一
部
を
北
海
道
盲
導
犬
協

会
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
工
場
の
認
定
取
得
の

ほ
か
、
札
幌
市
か
ら
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ

ン
バ
ー
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
内

で
は
、
毎
月
Ｇ
Ｐ
委
員
会
が
５
Ｓ
パ
ト

ロ
ー
ル
と
称
し
て
社
内
点
検
を
行
う
ほ

か
、
省
資
源
対
策
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、

無
現
像
サ
ー
マ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｐ
の
導
入
、
グ

リ
ー
ン
資
材
の
購
入
な
ど
を
通
じ
て
環
境

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
に

「
環
境
配
慮
印
刷
ご
協
力
カ
ー
ド
」
を
お

渡
し
し
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
の
使
用
や

デ
ジ
タ
ル
入
稿
、
再
生
紙
で
の
印
刷
な
ど

を
提
案
し
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
社
員
の
家
庭
に
あ
る
不
要

に
な
っ
た
本
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
Ｃ
Ｄ
な

ど
を
定
期
的
に

回
収
す
る
「
リ

サ
イ
ク
ル
・
ブ
ッ

ク
・
エ
イ
ド
」

活
動
を
継
続
し
、

公
益
社
団
法
人

シ
ャ
ン
テ
ィ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
子
供
た
ち
の
教

育
支
援
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

─
最
近
、
会
社
案
内
を
大
幅
に
改
訂
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

岸
　
各
部
門
か
ら
参
加
し
て
い
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
私
に

対
し
て
、
会
社
案
内
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト

な
ど
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

い
、
お
も
し
ろ
い
中
身
に
変
え
た
い
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
の
中

で
、
会
社
の
年
度
方
針
や
対
外
的
な
発
信

に
対
し
て
社
内
の
意
識
が
伴
っ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ウ
タ
ー
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
大
事
だ
け
れ
ど
、
イ
ン

ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
ま

し
ょ
う
、
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
内
容
も
デ
ザ
イ
ン
も
サ
イ

ズ
も
変
え
、
会
社
案
内
は
対
外
的
に
見
せ

る
こ
と
を
意
識
し
た
社
内
報
と
し
て
今
は

毎
月
発
行
し
、
お
客
様
に
も
配
っ
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
も
手
に
取
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

社
内
報
に
は
毎
月
社
員
が
交
代
で
ト
ピ
ッ

ク
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が

情
報
発
信
の
側
に
回
る
こ
と
で
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
、
８
人
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、「
製
造

か
ら
創
造
へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲

げ
て
、
社
員
全
員
が
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な

ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

平
澤
　
与
え
ら
れ
た
こ
と
だ
け
や
る
オ
ペ

レ
ー
タ
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
ク
リ
エ
イ

タ
ー
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
っ

た
会
話
を
社
内
で
耳
に
し
ま
す
。
仕
事
が

忙
し
い
は
ず
な
の
に
、
週
１
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
楽
し
み
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

─
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
し
て
今
後
の
方
向
性
は
。

岸　

ま
ず
、
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
一
環
と
し
て
、
働
き
方
改
革
な
ど
に
関

す
る
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
。

そ
の
次
に
は
、
職
場
体
験
の
大
人
版
に
ぜ

ひ
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

般
の
方
に
よ
る
職
場
見
学
か
、
お
客
様
を

招
く
企
画
か
は
ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
当
社
が
ど
ん
な
雰
囲
気
で
、
ど
ん
な

社
員
が
働
い
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
か
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
。
お

客
様
の
特
性
に
合
わ
せ
た
プ
レ
ゼ
ン
も
で

き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
が
、
さ
ら
に
社

員
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※デザインは変更になる場合がございます。

ここに社名が
入ります
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成人の日

先勝
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仏滅

大安
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大安

赤口
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大安
赤口
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ここに社名が
入ります

23 24

30 31大安
赤口

先勝
友引

赤口
先勝

盲導犬はど
こで産まれ

るの？

北海道盲導
犬協会では

、繁殖犬を
飼育し計画

的に出産を
行って

おります。
盲導犬の候

補犬は、繁
殖犬ボラン

ティアの家
庭で産ま

れ、兄弟犬
と共に母犬

のもとで約
50日間を

過ごします
。1年間に

産まれる子
犬は、70頭

ほどです。

盲導大チャリティー
C
カラーユニバーサルデザイン
UDカレンダー2019

販促用名入れ
卓上カレンダー
のご案内

かわいい

盲導犬たちと

毎日一緒！

盲導犬カレンダー

３つのポイント

エコ CUD CSR
盲導犬カレンダーはとってもエコ。
紙は古紙80％再生紙、包装には焼却または
埋め立てが可能なフィルム封筒を使用して
います。分類基準による危険有害物質には
該当しません。とっても地球に優しいカレ
ンダーです。

年齢や身体能力に関係なく、だれでも見や
すいCUD（カラーユニバーサルデザイン）
の考え方で作られた卓上カレンダーです。
現在、多くの人に正確な情報を伝えることを
目指す「カラーユニバーサルデザイン」が
重要視されています。

「盲導犬 チャリティー CUDカレンダー 
2019」を名入れ購入すると、その売上の
10%が北海道盲導犬協会に寄付されます。
企業のCSR活動の一環としてアピールする
ことができます。
北海道盲導犬協会 HP⇒

カラーユニバーサルデザイン 企業の社会的責任

詳細は裏面をご覧ください。〉〉〉

http://www.h-guidedog.org

サポート、ご協力をお願いします。
盲導犬を育てるために
今、日本で活躍している盲導犬は942頭います。（平成30年3月末現在）
でも、盲導犬を待っている視覚障がい者は約4,000人います。
１頭でも多く盲導犬を育てるため、いろいろな形でサポーターになることが
できます。募金は、犬たちの食事や訓練などに大切に使われます。

１頭の盲導犬を育てる費用
元気に仕事を覚えていくためには、訓練のほか、食事や健康管理も大切です。
また、訓練施設や犬舎の暖房・水道・衛生管理、盲導犬を希望する人の宿泊施
設や指導、引退した盲導犬の世話など、さまざまな費用が必要です。

部数 単価 金額

100 ＠600.00 60,000円

300 ＠580.00 174,000円

500 ＠560.00 280,000円

1,000 ＠535.00 535,000円

価格表

ここに社名が入ります
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2019
平成31年

1
JAN. 睦月

 
元日     

赤口 先勝 友引 先負 仏滅

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

成人の日

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝

盲導犬はどこで
産まれるの？

北海道盲導犬
協会では、繁殖

犬を飼育し計
画的に出産を

行って

おります。盲導
犬の候補犬は

、繁殖犬ボラン
ティアの家庭で

産ま

れ、兄弟犬と共
に母犬のもとで

約50日間を過
ごします。1年

間に

産まれる子犬は
、70頭ほどです

。

※デザインは変更になる
　場合がございます。

カレンダー サイズ ： 127㎜（ たて）×180㎜（ よこ）
用 紙 ： OKマットコートエコグリーン（古紙80％再生紙）

両面印刷／表紙1枚・カレンダー12枚（12ヵ月） 計13枚

ケース サイズ ： 129㎜（ たて）×184㎜（ よこ）×6㎜（厚さ）
素 材 ： ミルクラフト（DK レグノ 400g/㎡）

封　筒 サイズ ： 145㎜（ たて）×195㎜（ よこ）×30㎜（マチ）
素 材 ： OPP #50　※焼却・埋め立てが可能です。

おもて面：CUDカレンダー

うら面：盲導犬フォトカード

年齢や身体能力に関係なく、どなたにも見やすいCUD（カラーユニバーサ
ルデザイン）の考え方で作られた卓上カレンダーです。

ピンナップとして飾っていただけるように、かわいい盲導犬を大きく載せた
フォトカードにしました。

●ココに御社の社名が入ります。
10㎜（ たて）×156㎜（ よこ）の範囲内

《寄付先》
公益財団法人 北海道盲導犬協会
〒005-0030 札幌市南区南30条西8丁目1-1
TEL.（011）582-8222
FAX.（011）582-7715

［URL］http://www.h-guidedog.org/

フィルム封筒で個別に包
装されています。

ケースは簡単に組み立て
ることが出来ます。

オフィスにピッタリの大
きさで 盲導犬のかわい
さに癒されます。

株式会社正文舎
〒003-0802 札幌市白石区菊水2条1丁目4-27
TEL.（011）811-7151

［URL］http://www.syoubunsya.co.jp/moudoukencalendar/

《お問合わせ先・ご注文先》

盲導犬チャリティーCUDカレンダー2019 仕様

価格表

おもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダーおもて面：CUDカレンダー

うら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカードうら面：盲導犬フォトカード

1頭の盲導犬を
育成する費用

約5,000,000円

訓練や老犬管理に必要な
車両の維持費・燃料代
90,000円 （1.8％）

盲導犬の訓練や盲導犬
希望者との訓練、卒業後の
フォローアップ費用
2,160,000円 （43.2％）

犬の食事や飼育・指導・
新しい血統導入費用
1,950,000円 （39.0％）

盲導犬をより理解して
もらうための啓蒙費用
645,000円 （12.9％）

訓練施設の衛生管理費用
155,000円 （3.1％）

　リニューアルされた会社案内や CSR レポート

2019 年版 盲導犬チャリティカレンダーのフライヤー

環境配慮印刷ご協力カード
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─
貴
社
は
、
日
頃
の
経
営
の
中
で
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

福
田
美
津
恵
専
務
取
締
役
管
理
本
部
長
　

　
自
分
た
ち
が
世
の
中
に
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
社
員

に
浸
透
さ
せ
、
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
戸
田
工
場
（
埼

玉
県
戸
田
市
）
周
辺
の
清
掃
活
動
や
町
会

活
動
な
ど
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
本
社
の

あ
る
豊
島
区
の
産
業
協
会
や
地
域
の
活

動
、
区
主
催
の
親
子
工
場
見
学
会
に
も
積

極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
豊
島
区
の
地

場
産
業
で
一
番
事
業
所
数
が
多
い
の
は
印

刷
業
で
す
の
で
、
私
た
ち
が
印
刷
会
社
と

し
て
ど
う
行
動
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
こ

は
か
な
り
意
識
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

社
員
が
地
域
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

─
「
日
本
一
の
印
刷
フ
ァ
ン
ド
リ
ー
」

を
掲
げ
て
、
会
社
が
今
の
規
模
に
急

成
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程
で

全
社
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
た
め

に
ど
ん
な
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
か
。

福
田
　「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
年
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
15

年
ほ
ど
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
、
会
社
か
ら
招
待
状
を
渡
さ
れ
た

社
員
で
す
。
招
待
す
る
基
準
は
役
職
で
は

な
く
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

る
人
、
発
揮
し
て
ほ
し
い
人
で
す
か
ら
、

新
入
社
員
も
い
れ
ば
、
幹
部
も
い
ま
す
。

呼
ば
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
ま
ず
会
社
の
財
務
状
況
や
現
在

の
経
営
環
境
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
現

状
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え

で
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
一
泊
二
日
で
勉
強
し
ま
す
。
約
２
６
０

名
の
社
員
の
う
ち
、
お
よ
そ
半
分
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
こ
と
が
大
き
な

転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
昔
な
が
ら
の
家
族
的
な
雰
囲
気

は
そ
の
ま
ま
持
ち
続
け
て
い
る
会
社
な
の

で
、
も
と
か
ら
の
良
さ
は
な
く
さ
な
い
よ

う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

─
─
小
島
さ
ん
が
考
え
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
意
義

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

小
島
諭
取
締
役
社
長
室
長
　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
定

義
は
難
し
い
の
で
す
が
、
最
近
は
、
会
社

は
株
主
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
関
係
す

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
み
ん
な
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
に
世
の
中
が
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
株
主
や
顧
客
の
ほ
か
、

取
引
先
や
債
権
者
、
従
業
員
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
き

ち
ん
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
を
実
践
し
、
い
ろ
い
ろ

な
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、
会
社
が
発
展

し
て
い
く
と
い
う
発
想
で
す
。

　
具
体
的
な
責
任
の
一
つ
と
し
て
、
情
報

の
公
開
が
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
社
員
に
財
務
状
況
を
伝

え
る
の
も
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
だ

と
言
え
ま
す
。
株
主
に
対
し
て
は
株
主
総

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
情
報
公
開

社
内
に
は
価
値
観
を
共
有
す
る
多
く
の
仕
組
み

株
式
会
社
ウ
エ
マ
ツ

全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
企
業
訪
問

本　

社
：
東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
３
―
34
―
13　

創　

業
：
昭
和
33
年　

従
業
員
：
２
６
０
名

代
表
者
：
福
田
浩
志　

認
定
取
得
：
２
０
１
３
年
６
月
（
ワ
ン
ス
タ
ー
）　http://w

w
w
.uem

atsu-p.com

福田美津恵専務取締役管理本部長

上：豊島区主催の親子工場見学で子供たちに話をする福田浩志社長
中：リーダーシップミーティングには社員の約半数が参加する（2018 年の会場）
下：リーダーシップミーティング参加者で集合写真
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会
を
開
き
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
当
社

で
は
仕
入
先
や
外
注
先
に
対
し
て
も
決
算

説
明
会
を
開
催
し
、
経
営
成
績
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。
銀
行
や
調
査
会
社

に
は
個
別
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
て
お

り
、
相
手
先
ご
と
に
必
要
な
情
報
公
開
を

行
っ
て
い
ま
す
。
決
算
書
だ
け
で
な
く
、

付
属
明
細
書
か
ら
売
掛
金
・
買
掛
金
の
リ

ス
ト
ま
で
す
べ
て
渡
し
て
い
る
会
社
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
は
監
査

法
人
に
監
査
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
金
融
商
品
取

引
法
に
準
ず
る
監
査
で
あ
り
、
上
場
企
業

と
同
じ
基
準
の
情
報
公
開
と
な
っ
て
い
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
関
係
を
強
め
て
い
く
こ
と
も
大
事
な

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
だ
と
考
え
ま
す
。

福
田
　
決
算
説
明
会
の
基
本
的
な
考
え
方

に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
部
が
、
掛

売
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
顧
客
と
し

て
、
イ
ン
ク
や
刷
版
な
ど
を
先
に
購
入
し

て
代
金
を
後
か
ら
支
払
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
た
と
え
ば
月
１
千
万
円
分
の
商
品

を
２
ヵ
月
前
倒
し
で
使
っ
て
い
る
と
し
た

ら
、
２
千
万
円
の
お
金
を
貸
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
か
ら
、
当
然
、

資
材
供
給
会
社
の
方
た
ち
に
対
し
て
果
た

す
べ
き
説
明
責
任
が
あ
り
ま
す
。

─
一
方
で
、
社
内
に
目
を
向
け
た
時
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
従
業

員
の
満
足
度
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｓ
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

福
田　

経
営
の
根
幹
と
し
て
、
ウ
エ
マ
ツ

で
働
く
こ
と
に
誇
り
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
Ｅ
Ｓ
の
大
事
な
要
素
だ
と
思
い

ま
す
。
現
状
、
新
卒
者
の
割
合
が
高
い
た

め
、
当
社
以
外
の
会
社
を
知
ら
な
い
社
員

が
多
く
、
当
社
で
働
く
こ
と
の
や
り
が
い

を
ど
う
分
か
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
見
え
る
よ
う
に
し

て
あ
げ
る
こ
と
で
、
社
員
た
ち
に
迷
い
が

生
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
広
く
社
内
外
の
情
報
、
社

会
の
情
報
を
伝
え
る
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
１
ヵ
月
ほ
ど
他
社
に
出
向

し
て
も
ら
っ
た
社
員
は
、
違
っ
た
働
き
方

や
仕
事
内
容
を
知
り
、
大
き
な
刺
激
を
受

け
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
海
外
の
展
示
会

視
察
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
た
海
外
研
修

制
度
も
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
４
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
の
印
刷
メ
デ
ィ

ア
展
「
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
（
ド
ル
ッ
パ
）」
の
時

は
、
当
社
独
自
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
現

地
の
印
刷
会
社
の
視
察
な
ど
も
含
め
て
10

人
以
上
の
社
員
を
連
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
１
週
間
ほ
ど
の
海
外
研
修
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
機
会
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
社
員
教
育
の
特
徴
な
ど
は
。

福
田　

当
社
の
新
人
研
修
で
は
、
初
め
の

１
ヵ
月
間
は
座
学
を
中
心
に
、
会
社
の
社

風
や
企
業
理
念
、
社
会
人
と
し
て
の
常
識
、

そ
れ
こ
そ
箸
の
持
ち
方
か
ら
あ
い
さ
つ
の

仕
方
、
エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
る
時
の
位
置
取

り
ま
で
、
基
本
的
な
こ
と
を
徹
底
し
て
教

え
ま
す
。
そ
の
後
は
各
部
署
を
回
っ
て
先

輩
社
員
か
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
学
び
、
配
属
先
を

決
め
る
の
は
夏
以
降
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
い
つ
も
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、

で
き
る
こ
と
は
違
う
。
こ
の
研
修
の
目
的

は
、
で
き
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
が
彼
ら
の

心
の
中
に
ス
ト
ン
と
落
ち
て
い
く
よ
う
で

す
。
導
入
研
修
か
ら
付
き
っ
き
り
で
す
か

ら
、
新
入
社
員
は
私
に
と
っ
て
息
子
や
娘

と
同
じ
感
覚
で
す
。
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

身
近
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

　
研
修
の
初
め
に
は
必
ず
、
社
長
が
自
ら

当
社
の
「
５
つ
の
行
動
指
針
」
に
つ
い
て

語
り
か
け
ま
す
。
顧
客
重
視
＝
品
質
重
視
、

相
互
の
尊
敬
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
変
革
へ

の
挑
戦
、
学
習
す
る
組
織
。
こ
の
５
つ
の

行
動
指
針
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
変
わ
ら

な
い
ウ
エ
マ
ツ
の
原
理
原
則
で
あ
り
、
社

員
に
と
っ
て
の
共
通
の
価
値
観
で
す
。

─
顧
客
重
視
＝
品
質
重
視
と
は
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
す
か
。

福
田　

お
客
様
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
当

然
で
す
が
、
お
客
様
と
直
接
触
れ
合
う
こ

と
が
な
い
多
く
の
現
場
の
社
員
に
と
っ

て
、
す
ば
ら
し
い
品
質
の
製
品
を
造
り
上

げ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
お
客
様
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
た

ち
の
造
っ
た
製
品
が
ど
ん
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
る
の
か
、
そ
こ
ま
で
思
い
を
馳
せ

た
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
、
教
育
の
中
で

し
っ
か
り
自
覚
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

─
貴
社
は
、
２
０
１
２
年
に
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
の
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
認
定
を
取
得
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に

は
第
12
回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
表

小島取締役社長室長

第 12 回印刷産業環境優良工場表彰で経済産業大臣賞を受賞した戸田工場



彰
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
社
員
に
と
っ
て
は
環
境
対
応
も

目
に
見
え
に
く
い
取
り
組
み
の
一
つ
か

と
思
い
ま
す
。

福
田　

埼
玉
県
戸
田
市
に
新
工
場
を
立
ち

上
げ
る
前
に
、
同
業
２
社
の
す
ば
ら
し
い

工
場
を
バ
ス
２
台
で
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
工
場
を
造
る
べ
き
か
、
ど
ん

な
環
境
で
働
け
ば
い
い
の
か
を
学
ぶ
た
め

で
す
。

　
ま
た
、
戸
田
工
場
が
完
成
し
た
時
も
、

工
場
か
ら
ど
ん
な
ゴ
ミ
が
出
る
の
か
確
か

め
よ
う
と
、
床
に
敷
い
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

の
上
に
１
週
間
に
出
る
ゴ
ミ
を
全
部
並
べ

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ど
う
す
れ
ば
減

ら
せ
る
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
を
一

か
ら
考
え
ま
し
た
。
そ
の
感
覚
が
社
員
の

中
に
生
き
て
い
ま
す
。

　
工
場
で
の
５
Ｓ
活
動
も
継
続
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
愚
直
な
活
動
を
や
り
続
け

て
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
で
き
た
わ
け

で
す
が
、
工
場
の
設
備
面
よ
り
も
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
従
業
員
が
活
動
を
共
有
す
る
仕
組
み
が

評
価
さ
れ
た
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
し
た
。
そ
の
後
、
全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認

定
制
度
の
ワ
ン
ス
タ
ー
認
定
も
取
得
し
ま

し
た
が
、
表
彰
制
度
や
認
定
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
活
動
を
浸
透
さ
せ
、
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
は
大
事
な
方
法
の
一
つ
で
あ

り
、
社
員
の
励
み
や
目
標
に
も
な
り
ま
す
。

─
日
頃
の
改
善
活
動
で
貴
社
な
り
の
工

夫
は
あ
り
ま
す
か
。

福
田　

毎
朝
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
社
と
工
場
を
結
ん

で
30
分
か
ら
60
分
ほ
ど
、
営
業
と
現
場
の

課
長
職
以
上
な
ど
十
数
名
が
、
会
社
で
今

起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
に
関
し
て

報
告
し
、
話
し
合
い
ま
す
。
速
記
し
た
会

議
の
内
容
は
全
社
員
に
す
ぐ
メ
ー
ル
配
信

し
、
情
報
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
当
然
、
改
善
提
案
も
上
が
っ
て

き
ま
す
の
で
、
そ
の
積
み
重
ね
が
当
社
の

大
事
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
場
で
の
印
刷
不
良
な
ど
の
検
証
は
、
そ

の
ま
ま
作
業
基
準
書
の
改
訂
に
つ
な
が
り

ま
す
。

─
今
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
、
働
き
方
改
革
や
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

福
田　

障
害
者
雇
用
に
関
し
て
は
適
材
適

所
を
基
本
に
、
聴
覚
障
害
や
精
神
障
害
の

方
た
ち
が
検
査
課
や
制
作
課
な
ど
で
働
い

て
い
ま
す
。
法
定
雇
用
率
も
ク
リ
ア
し
て

い
ま
す
。
３
年
ほ
ど
前
か
ら
男
性
社
員
の

育
児
休
暇
取
得
も
始
ま
り
、
今
年
は
１
ヵ

月
ま
と
ま
っ
て
取
得
し
た
者
が
い
ま
す
。

女
性
に
関
し
て
も
、
子
ど
も
の
ケ
ア
が
必

要
な
方
が
比
較
的
多
い
の
で
、
子
ど
も
が

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
女
性
社
員
に
は

時
差
出
勤
を
認
め
て
お
り
、
働
き
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
産
休
、
育
休
か
ら
復
帰

す
る
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

小
島　

こ
れ
か
ら
は
、
や
は
り
「
人
」
に

大
き
く
焦
点
を
当
て
る
時
代
が
来
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
働
き
方
改
革
の
流
れ

も
、
す
べ
て
人
が
中
心
で
す
。
当
社
も
、

さ
ら
に
そ
の
面
を
充
実
さ
せ
、
責
任
を
果

た
し
て
い
き
、
人
が
集
ま
る
企
業
と
な
る

こ
と
で
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
次
は

「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」。
多
様
性
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
き
な
が
ら
、
会
社
を

進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

福
田　

当
社
も
、
外
国
人
雇
用
や
高
齢
者

の
活
用
を
考
え
る
必
要
が
出
て
き
ま
し

た
。
多
様
な
人
材
の
受
け
入
れ
体
制
を
き

ち
ん
と
確
立
し
て
い
き
、
働
く
方
に
選
ば

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、

今
後
は
絶
対
的
に
労
働
人
口
が
不
足
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
印
刷

産
業
は
ま
だ
ま
だ
労
働
集
約
的
な
面
が
あ

り
ま
す
。

小
島　

私
も
、
Ａ
Ｉ
が
で
き
る
仕
事
は
Ａ

Ｉ
に
代
わ
っ
て
も
ら
い
、
人
の
時
間
を
創

出
し
て
い
か
な
い
限
り
、
働
き
方
は
大
き

く
変
え
ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
当
社
の

場
合
は
ま
ず
、
予
定
組
担
当
が
ほ
ぼ
１
人

で
行
っ
て
い
る
18
台
の
印
刷
機
へ
の
仕
事

の
振
り
分
け
が
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
、

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
大
き
な
効
率
化
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
人
の
感
覚
や
感
情
を
入
れ
な
い

方
が
い
い
性
質
の
業
務
も
あ
り
ま
す
。
印

刷
産
業
全
体
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

11

上：戸田工場では廃棄物の完全分別回収を行っている（ウエマツリサイクルセンター）
下：定期的に 5S 監査を実施
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CSR TOPICS     PLUS

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
環

境
汚
染
が
、
地
球
規
模
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
企
業
な
ど
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
ス
ト
ロ
ー
の
使
用
を
中
止
す
る
動
き

が
広
が
る
な
ど
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
削
減
が
課
題
と
し
て
急
浮
上

し
て
き
た
。

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
解

決
に
向
け
、
11
月
20
日
に
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
企
業

連
合
「
ク
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
マ

テ
リ
ア
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
仮
称
）」

を
２
０
１
９
年
１
月
に
設
立
す
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
）
の
取
り
組
み
強
化
や
紙

等
の
代
替
素
材
の
開
発
・
導
入
を
推
進

し
、
官
民
が
連
携
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
加
速
さ
せ
る
。

　
企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
は
、
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す

る
容
器
包
装
等
の
素
材
製
造
業
者
、
加

工
事
業
者
、
利
用
事
業
者
な
ど
関
係
事

業
者
の
連
携
強
化
を
図
る
。
設
立
に
賛

同
を
表
明
し
た
企
業
と
し
て
、
大
日
本

　
一
般
社
団
法
人
日
本
印
刷
産
業
連
合

会
（
金
子
眞
吾
会
長
）
が
推
進
す
る

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｐ
）

認
定
制
度
が
、「
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購

入
ガ
イ
ド
」
の
水
準
２
に
採
用
さ
れ
、

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
。

　「
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
」

は
、
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購
入
推
進
方

針
に
基
づ
き
、
東
京
都
が
環
境
に
配
慮

し
た
物
品
お
よ
び
役
務
を
調
達
す
る
際

の
基
準
。
環
境
配
慮
型
製
品
の
市
場
を

拡
大
し
、
製
造
者
の
環
境
負
荷
低
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
都
民
・
事
業
者
や
他
自
治
体
に
よ

る
環
境
配
慮
型
製
品
の
購
入
を
さ
ら
に

喚
起
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　「
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
」

に
は
水
準
１
と
水
準
２
が
あ
り
、
水
準

１
は
必
ず
考
慮
す
べ
き
事
項
（
必
須
項

目
）、
水
準
２
は
必
須
条
件
で
は
な
い

が
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
対
象
に
は
、印
刷
物（
紙

製
の
報
告
書
類
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）
が
含
ま
れ
る
。

　
４
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
東
京
都
グ

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
解
決
に
向
け

企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
２
０
１
９
年
１
月
に
設
立

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制
度
が

「
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
」
の
水
準
２
に
採
用

印
刷
、凸
版
印
刷
を
は
じ
め
、化
学
メ
ー

カ
ー
、
食
品
・
飲
料
メ
ー
カ
ー
、
製
紙

会
社
な
ど
国
内
の
大
手
企
業
15
社
が
名

を
連
ね
た
。

　
事
務
局
は
一
般
社
団
法
人
産
業
環
境

管
理
協
会
が
担
当
し
、
１
月
に
設
立
総

会
を
開
催
す
る
。

　
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
と
し

て
、
①
素
材
の
提
供
側
と
利
用
側
企
業

の
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
先

行
事
例
の
情
報
発
信
等
を
通
じ
た
情
報

の
共
有
②
研
究
機
関
と
の
技
術
交
流
や

技
術
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
る
最
新
技
術
動

向
の
把
握
③
国
際
機
関
、
海
外
研
究
機

関
等
と
の
連
携
や
発
展
途
上
国
等
へ
の

情
報
発
信
な
ど
の
国
際
連
携
④
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
全
般
の
有
効
利
用
に
関
わ

る
多
様
な
企
業
間
連
携
の
促
進
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
産
業
環
境
管
理
協
会
の
冨
澤
龍
一
会

長
は
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
巡

る
問
題
解
決
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

わ
が
国
が
持
つ
優
れ
た
技
術
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
環
境
イ
ン
フ
ラ

を
世
界
に
広
げ
る
一
助
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
」
と
述
べ
て
い
る
。

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
」
で
は
、
印
刷
物

の
環
境
配
慮
仕
様
（
発
注
基
準
）
の
う

ち
、
水
準
２
に
新
た
に
「（
一
社
）
日

本
印
刷
産
業
連
合
会
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制
度
に
よ
る
認

定
を
受
け
た
工
場
で
印
刷
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。」
と
い
う
基
準
が
追
加

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
印
刷
会
社
は
各
工
程
に
お
け

る
環
境
配
慮
の
措
置
（
グ
リ
ー
ン
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
基
準
で
は
必
須
項

目
）
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
措

置
の
証
明
書
と
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
工
場
認
定
証
」
の
写
し

で
も
よ
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
改
訂
に
よ
り
、
今
後
の
東

京
都
関
連
の
印
刷
物
の
発
注
は
、
グ

リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
工
場
で

あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
事
例
が
大
幅

に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
印
刷
物

へ
の
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
表
示
が
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、都
内
の
市
・

区
役
所
、
公
的
機
関
・
施
設
や
民
間
企

業
の
印
刷
発
注
の
条
件
と
し
て
も
波
及

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
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管
理
職
も
労
働
時
間
把
握
を
義
務
化

　
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
９
年
４
月

か
ら
労
働
安
全
衛
生
法
関
連
省
令
を
改

正
し
、
管
理
職
の
労
働
時
間
を
把
握
す

る
よ
う
義
務
付
け
る
。
現
在
、
労
働
時

間
の
把
握
は
一
般
の
従
業
員
だ
け
に
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
の
従
業
員
と

労
働
内
容
が
実
質
的
に
変
わ
ら
な
い
管

理
職
が
多
い
こ
と
や
、
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
に
よ
り
、
一
般
の
従
業
員
の

労
働
時
間
が
減
少
し
た
分
、
管
理
職
が

負
担
す
る
こ
と
に
よ
る
過
重
労
働
を
抑

制
す
る
狙
い
が
あ
る
。

政
府
、
継
続
雇
用
年
齢
の
70
歳
ま
で

引
上
げ
へ
法
改
正
検
討

　
政
府
が
10
月
22
日
に
総
理
大
臣
官
邸

で
開
催
し
た
未
来
投
資
会
議
の
席
上
、

高
齢
者
雇
用
促
進
に
関
し
て
安
倍
総
理

は
次
の
よ
う
に
考
え
を
述
べ
た
。

　「
65
歳
以
上
へ
の
継
続
雇
用
年
齢
の
引

上
げ
に
つ
い
て
は
、
70
歳
ま
で
の
就
業

機
会
の
確
保
を
図
り
、
高
齢
者
の
希
望
・

特
性
に
応
じ
て
、
多
様
な
選
択
肢
を
許

容
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。
来
年
の

夏
ま
で
に
決
定
予
定
の
実
行
計
画
に
お

い
て
具
体
的
な
制
度
の
方
針
を
決
定
し

た
上
で
、
労
働
政
策
審
議
会
の
審
議
を

経
て
、
早
急
に
法
律
案
を
提
出
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」

　
安
倍
政
権
は
、「
全
世
代
型
社
会
保

障
」
の
実
現
に
向
け
て
集
中
的
に
議
論

を
進
め
て
い
る
。
現
在
の
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
は
企
業
に
対
し
て
、
希
望
者

全
員
の
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
を
義
務

付
け
て
い
る
が
、
ま
ず
は
70
歳
ま
で
の

継
続
雇
用
を
企
業
の
努
力
目
標
と
し
、

そ
の
後
、
早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
の
通

常
国
会
に
70
歳
ま
で
の
雇
用
義
務
付
け

を
盛
り
込
ん
だ
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

豊
島
区
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
対
策
で

食
材
受
入
れ
窓
口
を
常
設

　
東
京
都
豊
島
区
は
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を

な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
の
一
環
と
し

て
、
余
っ
た
食
材
を
集
め
る
常
設
窓
口

を
設
定
し
た
。

　
フ
ー
ド
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ

と
。
日
本
で
は
年
間
約
６
２
１
万
ト
ン

の
フ
ー
ド
ロ
ス
が
発
生
し
、
そ
の
半
分

が
家
庭
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
豊
島
区
で
は
こ
れ
ま
で
、
保
育
園
や

小
学
校
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
、
区

民
を
対
象
と
し
た
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
対

策
講
座
、
小
売
店
と
の
連
携
な
ど
の
ほ

か
、区
内
循
環
型
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ（
豊

島
区
方
式
）
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要
と
し
て
い
る

人
に
提
供
す
る
こ
と
で
フ
ー
ド
ロ
ス
を

減
ら
す
取
り
組
み
で
、
豊
島
区
で
は
福

祉
施
設
な
ど
区
内
の
団
体
に
提
供
し
て

い
る
。

　
従
来
は
環
境
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
で
食

材
を
回
収
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど

常
設
の
窓
口
を
設
け
て
回
収
量
を
増
や

す
こ
と
に
し
た
。
開
設
し
た
の
は
豊
島

区
清
掃
事
務
所
内
。
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト

食
品
な
ど
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ

り
、
常
温
保
存
が
可
能
な
食
材
を
受
け

付
け
る
。
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
付

す
る
ほ
か
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
も

役
立
て
て
い
く
。

第
17
回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
表

彰
、
２
工
場
に
経
済
産
業
大
臣
賞

　
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
が
主
催
す
る

「
第
17
回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
表

彰
」
の
表
彰
式
が
９
月
12
日
に
都
内
で

行
わ
れ
た
。
経
済
産
業
大
臣
賞
は
、
池

田
印
刷
㈱
京
浜
島
工
場
（
池
田
幸
寛
社

長
、
東
京
都
大
田
区
）
と
ト
ッ
パ
ン
・

フ
ォ
ー
ム
ズ
関
西
㈱
大
阪
桜
井
工
場

（
二
𣘺
髙
弘
社
長
、
大
阪
府
三
島
郡
）。

今
回
、
初
め
て
経
済
産
業
大
臣
賞
を
２

工
場
が
受
賞
し
た
。
他
に
、
経
済
産
業

省
商
務
情
報
政
策
局
長
賞
１
工
場
、
日

印
産
連
会
長
賞
５
工
場
、
日
印
産
連
奨

励
賞
８
工
場
が
受
賞
し
た
。
今
回
は
一

般
部
門
、
小
規
模
事
業
所
部
門
を
合
わ

せ
て
計
57
工
場
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｐ
環
境
大
賞
、
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
が

４
年
連
続
の
受
賞

　
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
９
月
27

日
、
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定

制
度
「
２
０
１
８
Ｇ
Ｐ
環
境
大
賞
」、

「
２
０
１
８
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
普
及
大
賞
」、

お
よ
び
今
年
度
創
設
し
た
「
２
０
１
８

Ｇ
Ｐ
資
機
材
環
境
大
賞
」
の
受
賞
者
を

決
定
し
た
。
Ｇ
Ｐ
環
境
大
賞
は
４
社
・

団
体（
準
大
賞
５
社
・
団
体
）、Ｇ
Ｐ
マ
ー

ク
普
及
大
賞
は
１
社
（
準
大
賞
４
社
）、

Ｇ
Ｐ
資
機
材
環
境
大
賞
は
２
社
が
受
賞

し
た
。
大
賞
で
は
、
Ｇ
Ｐ
環
境
大
賞
の

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
が
４
年
連
続
の
受
賞
、

Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
普
及
大
賞
の
六
三
印
刷
が

３
年
連
続
の
受
賞
。

　
Ｇ
Ｐ
環
境
大
賞
は
、
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
を

表
示
し
た
印
刷
製
品
を
よ
り
多
く
発
行

し
た
企
業
・
団
体
に
対
し
て
、
地
球
環

境
へ
の
負
荷
低
減
に
熱
心
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
へ
の
深
い

理
解
と
制
度
の
積
極
的
な
活
用
に
対
し
て

敬
意
と
感
謝
の
意
を
込
め
て
贈
る
も
の
。

　
２
０
１
８
年
の
Ｇ
Ｐ
環
境
大
賞
は
Ｎ

ＣＳＲトピックス
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Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
、
大
阪
商
工
信

用
金
庫
、
埼
玉
県
議
会
、
㈱
タ
カ
ラ
ト

ミ
ー
に
、
Ｇ
Ｐ
環
境
準
大
賞
は
㈱
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
、宗
教
法
人「
生

長
の
家
」、
東
京
都
、
東
武
鉄
道
㈱
、

レ
イ
ン
ボ
ー
薬
品
㈱
が
受
賞
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
、
Ｇ
Ｐ
マ
ー

ク
を
全
面
採
用

　
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制

度
の
環
境
ラ
ベ
ル
「
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
」
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
に
採
用
さ
れ
、

２
０
１
８
年
度
発
行
分
か
ら
順
次
表
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株
式
会
社
で

は
、
電
話
帳
の
生
産
に
あ
た
っ
て
、
環

境
に
与
え
る
影
響
が
で
き
る
だ
け
少
な

い
原
材
料
を
選
択
す
る
グ
リ
ー
ン
購
入

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
電
話
帳
を

印
刷
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
印
刷
株
式
会
社
で
は

２
０
１
１
年
以
降
、
各
工
場
の
Ｇ
Ｐ
工

場
認
定
の
取
得
を
開
始
し
、
現
在
で
は

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
、
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
を
印

刷
し
て
い
る
全
印
刷
工
場
が
Ｇ
Ｐ
認
定

を
取
得
し
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
は
、
資
材
と
製
造
工
程
が

環
境
配
慮
さ
れ
て
い
る
総
合
的
な
環
境

ラ
ベ
ル
と
し
て
、「
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
」
を

電
話
帳
に
表
示
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
２
０
１
８
年
度
発
行
の
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
、
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
す
べ
て
に
Ｇ
Ｐ

マ
ー
ク
を
表
示
す
る
意
向
で
、
年
間
の

発
行
部
数
は
６
０
０
０
万
部
を
超
え
る

予
定
。
早
く
か
ら
電
話
帳
の
ク
ロ
ー
ズ

ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
の

採
用
に
よ
り
、
地
球
環
境
保
全
を
一
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
ラ
ベ
ル
に

よ
る
外
部
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
く
。

日
印
産
連
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

問
題
研
究
会
」
を
発
足

　
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
問
題
な

ど
に
印
刷
業
界
と
し
て
対
応
を
図
る
た

め
、
地
球
環
境
委
員
会
内
に
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
研
究
会
」
を
発
足
さ

せ
、
８
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用
が
制
限
さ
れ

た
場
合
の
影
響
等
を
見
極
め
な
が
ら
、

諸
外
国
と
比
較
し
て
進
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
る
日
本
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

適
正
な
運
用
等
を
盛
り
込
み
、
印
刷
業

界
と
し
て
の
見
解
を
ま
と
め
て
い
く
。

経
済
産
業
省
な
ど
関
係
官
庁
や
関
連
団

体
と
も
連
携
し
た
動
き
を
取
る
。

　
印
刷
業
界
が
受
託
製
造
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
重
量
別
の
生
産
量
で

は
、
食
料
品
の
包
装
材
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
、
小
売
業
で
使
わ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
が
全
体
の
80
％
以
上
を
占
め

る
。

　
日
印
産
連
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題
と
受
け

止
め
、製
造
す
る
立
場
と
し
て
軽
量
化
・

薄
肉
化
、
簡
素
化
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

易
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
さ
ら
に
進
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
素
材
の
利
用
や
バ
イ
オ
マ
ス

素
材
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
。

　
ま
た
、
出
荷
減
少
に
よ
る
業
界
全
体

へ
の
影
響
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
影
響
か
ら
見
た

ク
ラ
ス
分
け
の
必
要
性
な
ど
、
状
況
に

応
じ
て
デ
ー
タ
収
集
や
専
門
家
の
監
修

に
よ
る
環
境
影
響
の
算
定
な
ど
必
要
な

対
策
を
取
り
、
環
境
省
・
資
源
循
環
小

委
員
会
の
議
論
の
方
向
を
注
視
し
な
が

ら
、印
刷
業
界
と
し
て
の
対
応
を
図
る
。

日
印
産
連
「
知
財
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
２
６
０
名
が
参
加

　
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
、「
知
財

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
～
み
ん
な

で
考
え
よ
う
　
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
知
的

財
産
」（
後
援
・
日
本
商
工
会
議
所
、

東
京
商
工
会
議
所
）
を
10
月
５
日
に
東

京
都
の
中
央
区
立
日
本
橋
公
会
堂
で
開

催
し
、
印
刷
業
界
内
外
か
ら
約
２
６
０

名
が
参
加
し
た
。
専
門
家
に
よ
る
講
演

や
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

戦
略
」
な
ど
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る

中
小
企
業
の
知
的
財
産
戦
略
の
一
端
が

示
さ
れ
た
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
印
刷
産
業

に
限
ら
ず
、
情
報
を
媒
介
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
産
業
を
対
象
に
、
著
作
権
や
特
許

な
ど
知
的
財
産
の
重
要
性
を
周
知
す
る

と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
経
営
戦
略
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
知
財
戦
略
の
構
築

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
の
エ
ン
ブ
レ
ム

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
野
老
朝
雄
氏
に
よ
る
特
別
講
演
に
続

い
て
、
第
１
部
は
「
中
小
企
業
の
知
財

戦
略
」、
第
２
部
は
「
デ
ジ
タ
ル
時
代

の
知
財
戦
略
」
を
全
体
テ
ー
マ
に
計
６

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
第
１
部

で
は
、
人
気
小
説
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」

に
登
場
す
る
弁
護
士
の
モ
デ
ル
と
し
て

知
ら
れ
る
鮫
島
正
洋
氏
（
内
田
・
鮫
島

法
律
事
務
所
）
が
、
中
小
企
業
経
営
に

知
財
を
活
か
す
た
め
の
戦
略
に
つ
い
て

語
っ
た
。
模
倣
品
に
よ
る
価
格
競
争
な

ど
の
事
態
を
防
ぐ
う
え
で
も
、
特
許
を

は
じ
め
と
し
た
知
財
を
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
、
小
さ
く
て
も
ラ
イ
バ
ル
の
少

な
い
市
場
で
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
を
目
指
す

こ
と
を
勧
め
た
。
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認　定　企　業　一　覧　（2018 年 12 月現在）

スリースター認定（４社）

福 島 ㈱日進堂印刷所 滋　 賀 アインズ㈱
愛　 知 新日本印刷㈱ 広　 島 ユニバーサルポストグループ

ツースター認定（15 社）

千 葉 ㈱太陽堂印刷所 長 野 亜細亜印刷㈱

神奈川
㈱協進印刷

愛 知
㈱マルワ

㈱大川印刷 ㈱二和印刷紙業
㈱野毛印刷社 石 川 ㈱笠間製本印刷

東 京

池田印刷㈱ 香 川 ㈱ミヤプロ
六三グループ

福 岡
㈱ミドリ印刷

文唱堂印刷㈱ ㈱博多印刷
杉山メディアサポート㈱

ワンスター認定（98 社）

北海道

㈱ヒロミ産業
東 京

㈱ナカニワ印刷
㈱アイテックサプライ ㈱研文社
中村印刷㈱ 美創印刷㈱
㈱正文舎

愛　 知

木野瀬印刷㈱
北陽ビジネスフォーム㈱ プリ・テック㈱
植平印刷㈱ 半田中央印刷㈱

宮 城
㈱東北プリント 豊橋合同印刷㈱
㈱ユーメディア ㈱愛知印刷工業

秋 田 秋田印刷製本㈱ ㈱荒川印刷

山 形
㈱青葉堂印刷 三 重 伊藤印刷㈱
精英堂印刷㈱

岐 阜

㈱岐阜文芸社
栃 木 足利印刷㈱ トーヨー印刷㈱

埼 玉
望月印刷㈱ ヨツハシ㈱
㈱アサヒコミュニケーションズ 協同印刷㈱

千 葉
㈱総合印刷新報社 日本印刷㈱
㈱弘報社

富 山
第一共同印刷㈱

神奈川
関東プリンテック㈱ 朝日印刷㈱
三昇堂印刷㈱

石 川
ヨシダ印刷㈱

新 潟

㈱第一印刷所 ㈱ダイトクコーポレーション
㈱プレスメディア

京 都

㈱太洋堂
㈱太陽プリント ㈱ムーブ
㈱第一製品流通 内藤印刷㈱
㈱あけぼの ㈱オスカーヤマト印刷

山 梨 相互印刷㈱ ㈱やまとカーボン社

静 岡
日本レーベル印刷㈱

大 阪

㈱ダイム
㈱中央パッケージング 相互印刷㈱

東 京

大同印刷㈱ 富士精版印刷㈱
㈱賢工製版 相互ビジネスフォーム㈱
システム印刷㈱ ㈱美生社
㈱ウエマツ

兵 庫
船場印刷㈱

㈱白橋 丸山印刷㈱
創文印刷工業㈱ 兵田印刷工芸㈱
㈱アドピア

奈 良
㈱天理時報社

荏原印刷㈱ ㈱アイプリコム
壮光舎印刷㈱ 共同精版印刷㈱
㈱五色 和歌山 ㈱和歌山印刷所
弘和印刷㈱

岡 山
研精堂印刷㈱

滝澤新聞印刷㈱ コーホク印刷㈱
㈱木元省美堂 広 島 ㈱中本本店
㈱ザ・デジタルソリューションズ

愛 媛
愛和印刷㈱

㈱長英 ㈱明朗社
㈱相互

福 岡

西日本印刷工業㈱
㈱ TONEGAWA 西日本ビジネス印刷㈱
㈱エス・ワイ・エス アド印刷㈱
広研印刷㈱ 築上印刷㈲
㈱太陽堂封筒 ㈱伸和
㈱プライズコミュニケーション 泰平印刷㈱
㈱光邦

熊 本
㈱啓文社

音羽印刷㈱ ㈱池田紙器工業
※都道府県内は認定番号順印刷製品へのCSRマーク表示例

■問い合わせ先
全日本印刷工業組合連合会CSR認定事務局
〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8
TEL. 03-3552-4571　FAX.03-3552-7727
http://www.aj-pia.or.jp/

CSRに取り組むお客様の
印刷製品づくりを応援する
それがCSRマークです。


